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南部町告示第31号

平成20年第５回南部町議会定例会を次のとおり招集する。

平成20年６月４日

南部町長 坂 本 昭 文

記
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植 田 均君 景 山 浩君

杉 谷 早 苗君 赤 井 廣 昇君

青 砥 日出夫君 細 田 元 教君

石 上 良 夫君 井 田 章 雄君

笹 谷 浩 正君 足 立 喜 義君

秦 伊知郎君 亀 尾 共 三君

塚 田 勝 美君 真 壁 容 子君

宇田川 弘君 森 岡 幹 雄君

○応招しなかった議員

な し
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平成20年 第５回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日）

平成20年６月20日（金曜日）

議事日程（第１号）

平成20年６月20日 午前10時30分開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 報告第２号 平成19年度南部町繰越明許費繰越計算書について

日程第６ 議案第57号 南部町監査委員条例の一部改正について

日程第７ 議案第58号 南部町営住宅条例等の一部改正について

日程第８ 議案第59号 平成20年度南部町一般会計補正予算（第２号）

日程第９ 議案第60号 平成20年度南部町老人保健特別会計補正予算（第１号）

日程第10 議案第61号 平成20年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

日程第11 議案第62号 平成20年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 報告第２号 平成19年度南部町繰越明許費繰越計算書について

日程第６ 議案第57号 南部町監査委員条例の一部改正について

日程第７ 議案第58号 南部町営住宅条例等の一部改正について

日程第８ 議案第59号 平成20年度南部町一般会計補正予算（第２号）

日程第９ 議案第60号 平成20年度南部町老人保健特別会計補正予算（第１号）

日程第10 議案第61号 平成20年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

日程第11 議案第62号 平成20年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
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出席議員（16名）

１番 植 田 均君 ２番 景 山 浩君

３番 杉 谷 早 苗君 ４番 赤 井 廣 昇君

５番 青 砥 日出夫君 ６番 細 田 元 教君

７番 石 上 良 夫君 ８番 井 田 章 雄君

９番 笹 谷 浩 正君 10番 足 立 喜 義君

11番 秦 伊知郎君 12番 亀 尾 共 三君

13番 塚 田 勝 美君 14番 真 壁 容 子君

15番 宇田川 弘君 16番 森 岡 幹 雄君

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 谷 口 秀 人君 書記 唯 清 視君

書記 本 田 秀 和君

書記 田 村 志 乃君

説明のため出席した者の職氏名

町長 坂 本 昭 文君 副町長 藤 友 裕 美君

教育長 永 江 多輝夫君 病院事業管理者 三 鴨 英 輔君

総務課長 陶 山 清 孝君 財政室長 伊 藤 真君

企画政策課長 三 鴨 義 文君 地域振興統括専門員 仲 田 憲 史君

税務課長 米 澤 睦 雄君 町民生活課長 畠 稔 明君

教育次長 稲 田 豊君 病院事務部長 前 田 和 子君

健康福祉課長 森 岡 重 信君 保健対策専門員 櫃 田 明 美君

建設課長 滝 山 克 己君 上下水道課長 松 原 秀 和君

産業課長 分 倉 善 文君 農業委員会事務局長 加 藤 晃君

監査委員 須 山 啓 己君
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午前１０時３０分開会

○議長（森岡 幹雄君） おはようございます。予定の時間になりましたので会議を開きたいと思

いますが、その前に御報告申し上げます。

６月議会と９月議会までは服装についてノーネクタイ、開襟シャツでもオーケーという申し合

わせをしておりますので議員、執行部席ともそういうふうに進めていきたいというふうに思いま

す。なお、御報告申し上げますが、本日は報道関係の取材並びに取材関係でカメラの持ち込みを

許可いたしておりますので、御報告を申し上げておきたいというふうに思います。

なお、開会に先立ちまして、先臨時会において選任同意をいたしました須山啓己代表監査委員

が同席いただいておりますので、ごあいさつをいただいておきたいというふうに思います。

須山監査委員、どうぞ。

〔須山監査委員あいさつあり〕

○議長（森岡 幹雄君） どうも、ありがとうございました。早速会議を開きたいと思いますが、

その前に、開会に当たりまして一言ごあいさつを申し上げておきたいというふうに思います。

２０年の６月定例会を開催するわけでありますけれども、久方ぶりの大雨が何か報道によりま

すと豪雨の警報も出たというようなことも耳にしたところでありますけれども、大きな災害につ

ながらねばよろしいがなと、こういうふうに感じております。

災害といいますと中国の大陸におきます、それこそ人類の経験したことのないような大きな地

震が起こり、さらに国内においてもつい先般、岩手⋞宮城を震源といたします東北地方で震度６

強の地震が発生いたしまして、各地で建物の崩壊や道路の寸断、多くの死傷者が出たという報道

を御存じのとおりでございます。被災された方々に心から一日も早い生活再建と、お亡くなりに

なりました方々の御冥福をお祈りしたいものでございます。本議会といたしましても議員方の浄

財を、けさほど拠出をいただきまして、早速被災地の方に議会としてお届けをしたいということ

で御賛同いただきました。議員各位にお礼を申し上げておきたいと思います。

自然災害の恐ろしさというのは我々の地域でも１０年前に大地震を経験しております。本当に

怖いものでありまして、これは人間の力でどうにもならないことでありますけれども、一たんこ

ういった事案が起こりますと、先ほど申し述べましたように、本当に一日も早い復興に向けて住

民と行政が一体になった運動展開をしなくてはならないということは御承知のとおりでございま

す。

実は先日、本町におきましても豪雨を想定して土砂災害が起こったと、こういう想定のもとに

防災訓練を行いました。その際には町の消防団を初めといたしまして朝金地区の皆さん方に大変
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御協力をいただいて、その訓練を実施したところでございます。多くの関係者によりましてそう

いった訓練を行ったわけでありますけれども、全町民の防災への関心を一層高めて、日ごろから

そういった事象に対する備えに対して万全を怠りないように、議会としても本当に考えていかな

くちゃならないことなのかなと思いますし、また議場を通じて町民の皆さん方に普段からの防災

に対する意識を高めていただくよう、お願いを申し上げておきたいというふうに思うところでご

ざいます。

さて、本定例会におきましては補正予算が４件、条例の一部改正案が２件、合わせまして６件

の付議案件が提出されております。この審議をいただくわけでありますけれども、実は、任期を

迎えられます農業委員の議会推薦の方々の選任も今議会の終わりにはお願いをしたいというふう

にも予定をいたしておりますので、よろしくお願いをいたします。なお、議員各位におかれまし

ては、上程をされました議案や、また一般質問は９人の議員から通告を受けておりますけれども、

その一般質問などを通じて従来にも増した一層真摯な議論の展開が希望するものであります。そ

のことによって南部町の町づくりに向けた政策論議ができれば、大変いい議会になるんじゃない

かなというふうに思っております。

６月議会定例会におきます開会の冒頭のごあいさつにかえる次第であります。大変御苦労でご

ざいますけれども、よろしくお願いをしてごあいさつを終わります。

町長。

○町長（坂本 昭文君） ６月定例会の開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。

議員各位におかれましては、日ごろは議員活動を通じまして町政の推進に御尽瘁をいただいて

おりまして、厚くお礼を申し上げるところでございます。

３月議会以降、先ほど議長の方からごあいさつもございましたが、５月の１２日午後２時３０

分に中国四川省で大地震が発生をいたしまして、７万人以上の死者があったというようなことで

ございます。また、６月１４日には岩手⋞宮城内陸地震が発生をいたしまして１１人の死者、そ

していまだに１１名程度の不明者があるということでございまして、大変大きな災害が発生をい

たしました。心から本議場を通じましてお見舞いとお悔やみを申し上げる次第であります。

町内におきましては５月の１５日に寺内の住民の方が三崎の方で交通死亡事故が発生いたしま

して、残念ながら８８４日で死亡事故ゼロというのが途絶えたわけでございます。大変見通しの

よいところだったということでございますけれども、交通死亡事故が発生をいたしております。

そういう御報告を残念な気持ちで申し上げる次第でございます。

それから３月以降、この間出生された方が１２名、お亡くなりになった方が３４名でございま
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す。相変わらず社会減の状態が人口では続いております。現在人口が１万２，０７０人というぐ

あいに承知をいたしております。これは５月末の人口でございます。それぞれの皆様方の健やか

な御成長と、そしてお亡くなりになった方の御冥福をお祈りを申し上げる次第であります。

本議会におきましては、平成２０年度一般会計補正予算など６議案について御審議をいただく

ように上程をいたすわけであります。いずれの議案につきましても町政の推進にぜひ御賛同いた

だきたいというように思っておりまして、よろしく御審議の上、御賛同賜りますようにお願いを

申し上げる次第でございます。

一言申し上げまして、開会に当たってのごあいさつにかえる次第です。よろしくお願いします。

○議長（森岡 幹雄君） 早速会議を開きたいと思います。

ただいまの出席議員数は１６人でございます。地方自治法第１１３条の規定による定足数に達

しておりますので、平成２０年第５回南部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

⋞ ⋞

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（森岡 幹雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、次の２人を指名いたします。

３番、杉谷早苗君、４番、赤井廣昇君。

⋞ ⋞

日程第２ 会期の決定

○議長（森岡 幹雄君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、８日間といたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、８日間と決定いたしました。

⋞ ⋞

日程第３ 議事日程の宣告

○議長（森岡 幹雄君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

⋞ ⋞

日程第４ 諸般の報告
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○議長（森岡 幹雄君） 日程第４、諸般の報告を行います。

去る５月２０日から２１日にかけて行われました第３３回町村議会議長⋞副議長研修会の報告

をいたします。

これは先ほど申し上げました２０、２１日、２日間にわたり、東京メルパルクホールにおいて

開かれたものでありますけれども、副議長とともに参加をいたしました。研修内容の詳細につき

ましては、この会期中、事務局の方に閲覧に供したいというふうに存じますのでお目通しを御確

認をちょうだいしたいと思いますが、研修の内容につきましては、初日に地方分権や環境問題及

び町村の役割等に関してお三方から講演を拝聴いたしました。そして、それを受けて第２日目に

秋田の大潟村の黒瀬村長さん、これは御存じのとおり女性の村長さんでありますけれども、村づ

くりの取り組みについて基調講演をいただいた後、議会の活性化実践例を土台にした議会のあり

方についてという課題でシンポジウムが開かれ、全国から三方の議長がパネラーになって開かれ

ました。そういった形で勉強会に参加をいたしましたので報告をいたします。内容については事

務局の方で閲覧に供したいというように存じます。

以上で諸般の報告を終わります。

⋞ ⋞

日程第５ 報告第２号

○議長（森岡 幹雄君） 日程第５、報告第２号、平成１９年度南部町繰越明許費繰越計算書につ

いてを議題といたします。

町長から報告を求めます。

総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長でございます。それでは報告第２号、平成１９年度南部町

繰越明許費繰越計算書についてを御説明いたします。

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、次のとおり平成１９年度南部町繰越明許費

繰越計算書を議会に報告するものでございます。

１枚めくっていただき内容を御説明いたします。１９年度の繰越明許が額の確定ができました

ので、今回報告するものでございます。以下、４事業につきまして金額が決定しております。

左から４列目の金額欄、これが既に議決いただきました繰越限度額でございます。この右にご

ざいます翌年度繰越額、これが精査の上、繰り越しを最終決定した額でございます。合計額５，

６３６万７，１００円でございます。

既収入特定財源は平成１９年度中に特定財源のうち収入があったものでございます。これが４
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万３２５円等になっております。

以上、額が確定しましたので施行令に基づきまして報告いたします。以上、よろしくお願いい

たします。

○議長（森岡 幹雄君） 繰越明許について報告がございました。

質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、これをもって報告第２号、平成１９年度南部

町繰越明許費繰越計算書についてを終わります。

⋞ ⋞

日程第６ 議案第５７号 から 日程第１１ 議案第６２号

○議長（森岡 幹雄君） お諮りいたします。この際、日程第６、議案第５７号、南部町監査委員

条例の一部改正についてから、日程第１１号、議案第６２号、平成２０年度南部町公共下水道事

業特別会計補正予算（第１号）までを一括議案説明を受けたいと思いますが、これに御異議ござ

いませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） 御異議なしと認めます。よって、日程第６、議案第５７号から日程第１

１、議案第６２号までを一括議案説明を受けたいと思います。

町長から提案理由の説明を求めます。

副町長、藤友君。

○副町長（藤友 裕美君） 副町長。議案第５７号、南部町監査委員条例の一部改正について。

次のとおり南部町監査委員条例の一部を改正することについて、地方自治法第９６条第１項第

１号の規定により、議会の議決をお願いをいたすものでございます。

資料としましては、議案と新旧対照表をごらんいただきたいというふうに思います。

本議案でございますけれども、これは地方公共団体の財政の健全化に関する法律、いわゆる財

政健全化法ということでございますが、の一部が施行されたことに伴いまして監査委員の審査に

付する書類が新たに追加されたこと、並びに一般会計、特別会計及び企業会計の決算関係書類の

提出期限を整理する必要があるために条例の改正をお願いをいたすものでございます。

第１０条でございますが、これは書類ごとに定められた期日までに監査委員に提出するように

規定をしておるものでございます。

それから第１１条におきましては、決算関係書類が多岐にわたること及び提出記述が異なるこ
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とから、これまでより監査に関する日数を要する可能性があることなどから、監査の期日は原則

３０日とするものの、やむを得ない理由がある場合の例外規定を設けるものでございます。

新旧対象の方で１０条の１項でございますが、これはいわゆる一般会計、特別会計の規定でご

ざいます。それから、２項は基金の運用状況についての規定でございます。それから３項につい

ては、地方公営企業法に規定することを定めたものでございます。それから４項といたしまして、

いわゆる地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定によりまして、健全化判断比率及び資

金不足比率、そういったものを記載した書類を提出をするということを新たに設けた内容となっ

ておるものでございます。

この条例の施行日は、公布の日からといたしております。

また、附則第２項におきまして、改正後の第１０条及び第１１条の規定は平成１９年度の一般

会計、特別会計及び企業会計の決算関係関連資料について適用することといたしております。

附則第３項でございますが、これは１９年度の地方公営企業の決算関連資料について、平成２

０年の７月末を期限として設ける経過措置を設けたものでございます。

以上、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。

続きまして、議案第５８号、南部町営住宅条例等の一部改正についてでございます。

次のとおり南部町営住宅条例等の一部を改正することについて、地方自治法第９６条第１項第

１号の規定によって、議会の議決をお願いをいたすものでございます。

この条例につきましては、２つの条例を一括して改正をさせていただく内容でございますので、

ひとつよろしくお願いを申し上げたいというふうに思います。

今回の町営住宅条例を改正いたします経緯でございますけれども、実は１９年の４月の２０日

に東京都において都営住宅に暴力団が立てこもって発砲事件が発生した、そういったようなこと

を受けまして、それ以降、国土交通省等の行政指導等によりまして公営住宅から暴力団を排除す

る、そういった背景の中で今回改正をお願いするものでございますので、よろしくお願い申し上

げたいというふうに思います。

南部町営住宅条例の一部改正でございます。これは第５条及び第９条の２におきまして、入居

者、同居の親族、新たな同居者が暴力団員であることが判明した場合、その入居を承認をしない、

そういった規定を設けたものでございます。

また、９条の３におきましては、入居者が死亡または退去した場合、同居していた者が引き続

き町営住宅に入居しようとする場合、町長の承認が必要となりますが、引き続き入居しようとす

る者が暴力団である場合は、これを承認をしないという規定を設けたものでございます。
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それから第２４条では、既に入居している者が暴力団員であると判明した場合は、住宅の明け

渡しを請求することができることの規定を設けたものでございます。

続きまして、南部町越敷野町営住宅条例の改正についてでございます。

これは第４条及び第２１条においては、町営住宅と同様、入居者、同居の親族、新たな同居者

が暴力団員であると判明した場合、その入居を承認しない規定を設けたものでございます。

また、第９条におきましては、入居者が死亡または退去した場合、同居していた者が引き続き

町営住宅に入居しようとする場合、町長の承認が必要となりますが、引き続き入居しようとする

者が暴力団員である場合は、これを承認しないこととしたものでございます。

それから第２５条では、既に入居しておる者が暴力団員であると判明した場合は、住宅の明け

渡しを請求することができるという規定を整備をいたすものでございます。

この条例の施行日は、平成２０年７月１日といたしておるところでございます。

どうかよろしく御審議のほど、お願い申し上げます。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長でございます。それでは議案第５９号、平成２０年度南部

町一般会計補正予算（第２号）について御説明いたします。

議案第５９号

平成２０年度南部町一般会計補正予算（第２号）

平成２０年度南部町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６０，１６９千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６，７５８，８１０千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 地方債の追加は、「第２表 地方債補正」による。

平成２０年６月２０日 南部町長 坂 本 昭 文

めくっていただきまして、今回の全体の補正の概要について申し上げます。

４月の人事異動による人件費の組み替え、これが大きな補正概要です。それと国道１８０号バ
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イパスの工事、この埋蔵文化財の調査。この２点が大きなものでございます。

それでは内容について、かいつまんで御説明いたします。

歳出から御説明いたします。１０ページをお開きください。総務費、総務管理費、１目一般管

理費でございます。下段、負担金、補助及び交付金の１，４９７万１，０００円の増額は、３月

末に４名の退職が本年ございました。２名分が予算に間に合いまして予算に計上しておりました

が、間に合わなかった分につきましての補正でございます。

次は１１ページでございます。６目会計管理費でございます。役務費のふるさと寄附金収納手

数料５万５，０００円、これは６月からヤフーを利用しましてクレジット収納を開始しておりま

す。この関係します手数料がここに計上いたしました。

その下、７目財産管理費でございます。需用費の施設修繕料３８万３，０００円は法勝寺庁舎

の雨漏り修繕のためにお願いするものでございます。さらにその下、委託料でございますが、こ

れは天萬庁舎車庫棟等でアスベストの定性分析が必要になりました。これは国内でこれまで輸入

も使用もされなかったと考えられましたアスベストの一種類のトレモライトというものが各地で

検出されまして、そういう調査が必要だという指導によるものでございます。

次は中ほど、１８目地域自治振興費でございます。負担金、補助及び交付金のまちづくり推進

助成事業補助金６万９，０００円は、荻名公民館の屋根雨漏り改修の助成をするものでございま

す。

続きまして総務費、徴税費、１目税務総務費でございます。これは家屋全棟調査を本年から３

年間で実施するために社会保険料等、賃金、委託料をお願いするものでございます。本年は会見

地区を中心に、２１年度、２２年度は西伯地区を予定するものでございます。

続きまして、１３ページをお開きください。民生費、社会福祉費、１目の社会福祉総務費でご

ざいます。報酬の民生委員推薦会報酬１１万５，０００円は、民生委員が都合により辞職された

ことを受けまして２回の推薦会を開催するものを計上したものでございます。

続きまして、４目の高齢者福祉費でございます。委託料の地域支援事業生活機能評価委託料２

９５万３，０００円は、介護保険法に基づく地域支援事業において実施される生活機能評価、当

初、南部箕蚊屋広域連合で実施する予定でしたが、町が受託という形になったための予算計上で

ございます。

１４ページに移ります。５目保育園費でございます。中ほどの委託料に保育園麻疹排除対策予

防接種委託料として４４万３，０００円を計上いたしました。国の麻疹に関する特定感染症予防

指針が出されまして、保育園職員についても麻疹の抗体検査と予防接種が必要だという指導によ
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りまして費用計上したものでございます。

１７ページをお開きください。消防費でございます。消防費、２目の消防施設費でございます。

高姫地区の防火水槽の修繕の予算を計上させていただいております。これは１８年度の集中豪雨

で土砂が防火水槽の中に堆積しまして、体積土砂の排除、それから土のうでの仮措置をしており

ましたけれども、本復旧を今回お願いするものでございます。

次はその下、３目災害対策費でございます。投資及び出資金の被災者住宅再建支援基金出資金

９４万７，０００円の減でございます。これは国の制度改正によりまして県が支援制度を変更し

たために出資額が少なくなった、このことによる補正でございます。

１８ページ、教育費、教育総務費、２目事務局費でございます。ここでは新しく４つの事業を

お願いしております。まず１点目は、不登校対応地域ネットワーク推進事業、事業費は６２万３，

０００円でございます。昨年から実施しておりまして１０分の１０の委託費を受けて実施するも

のでございます。続いてスクールソーシャルワーカー活用事業、事業費は２０１万９，０００円。

これは本年度からでございまして１０分の１０の同じく委託料で実施するものでございます。教

育分野に関する知識に加えて社会福祉の専門の知識を持った方によるスクールソーシャルワーカ

ーによりまして、問題を抱えた児童生徒に対して多用な支援をするという事業でございます。３

点目は、南部町の教育を考える委員会、事業費２０万円でございます。学校の統合を含めたさま

ざまな教育問題を検討する委員会の設置するための費用でございます。４つ目に、子どもの健康

を守る地域実践事業、事業費は８６万４，０００円でございます。モデル地域の指定を受けまし

て子供の健康問題に対応した支援体制を整備する事業でございます。

１９ページをお開きください。教育費、小学校費、１目学校管理費の工事請負費の西伯小体育

館改修工事１５６万８，０００円と同じくシロアリ駆除工事３４３万５，０００円は、シロアリ

が確認されたための追加工事と駆除に必要な額を計上したものでございます。同じく西伯小消火

配管布設がえ工事８１万は、今後改修してます改修計画に照らし合わせまして配管の延長を、延

ばす必要が生じたということから増額をお願いするものでございます。

続いてその下、２目め、教育振興費でございます。ここでは平成２３年度から小学校５年生、

６年生で英語活動が完全実施になると、その体制整備のために鳥取県の事業として「エンジョ

イ！イングリッシュプロジェクトin鳥取」という事業が開始されます。これを会見小学校で受け

まして小学校英語活動推進事業をするための費用４５万円をお願いしたものでございます。

その下、教育費、中学校費の１目学校管理費でございます。寄附金の少人数学級加配教員対応

寄附金２００万円の減は、南部中学校が基準から外れたための減額でございます。
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２０ページをごらんください。教育費の社会教育費、文化財保護費でございます。先ほど申し

ましたように国道１８０号バイパスの工事に伴います埋蔵文化財の調査、この本調査の費用２，

２００万５，０００円をお願いするものでございます。

以上が歳出の重立ったものでございます。

歳入を続いて説明させていただきます。９ページに戻っていただけますでしょうか。一番上の

財産収入、財産売り払い収入、１目の不動産売り払い収入の町有地等売り払い収入３５６万７，

０００円は、福里団地を１区画購入いただいたということによるものでございます。

それからその下、繰越金でございます。前年度繰越金６５６万１，０００円は、繰り入れ歳入

歳出の予算バランスの調整に今回お願いをするものでございます。今回の繰り越し総体額は前年

同様１億５，０００万程度を予定しております。

次、中ほど、諸収入、雑入の４目雑入でございます。地方公営企業等の金融機構設立支援交付

金１９０万円でございます。これは地方公営企業等の金融機構への出資に対して鳥取市町村振興

協会から全額の助成を受けることになってることによるものでございます。

以上が歳入でございました。

続きまして、５ページをお開きください。地方債補正でございます。当初予算で西伯小学校体

育館を追加でお願いに、当初予算に対しまして西伯小学校の体育館がありませんでしたので追加

をここでお願いするものでございます。起債の目的、西伯小学校体育館改修事業、限度額、１，

８４０万、起債方法は証書借り入れ、利率は５％以内とします。償還の方法につきましてはここ

に書いてあるとおりの内容でございます。

以上、一般会計補正予算の説明を終わります。

○議長（森岡 幹雄君） 健康福祉課長、森岡君。

○健康福祉課長（森岡 重信君） 健康福祉課長でございます。

議案第６０号

平成２０年度南部町老人保健特別会計補正予算（第１号）

平成２０年度南部町の老人保健特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２７，９５３千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１６８，５５９千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

－１３－



額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２０年６月２０日 南部町長 坂 本 昭 文

補正の概要でございますが、平成１９年度実績に伴います追加交付金と過年度返還が生じたた

め、補正を行うものでございます。

４ページをお開きください。事項別明細書で説明をいたします。３番の歳出でございますが償

還金、先ほど申しました過年度返還金が支払い基金が４９８万９，０００円、国庫負担金が１，

５４４万５，０００円、県負担金が７５１万９，０００円でございます。

続きまして、歳入になりますが、審査支払い手数料ですが、過年度精算分として２万７，００

０円でございます。

それと繰越金が、２，７９２万６，０００円でございます。

以上が内容でございます。御審議のほど、よろしくお願いをいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 上下水道課長、松原君。

○上下水道課長（松原 秀和君） 上下水道課長です。

議案第６１号

平成２０年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成２０年度南部町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入予算の補正）

第１条 歳入予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入予算の金額は、

「第１表 歳入予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。

平成２０年６月２０日 南部町長 坂 本 昭 文

この６月補正の重立った原因は、平準化債で当初予算で計算しておりました耐用年数が４４年

から４５年になったということによります減額額が、減価償却分に当たります減額額が少なくな

ったために増額になったものでございます。

３ページをお開きください。２の歳入でございます。６款の町債の方から御説明いたします。
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１目下水道債１９０万円の増でございます。これにつきましては、先ほど申し上げました耐用年

数の増ということが１年延びたということから１９０万の増となったものでございます。

一般会計繰入金につきましては１９０万円の減額をお願いするものでございます。

２ページにお戻りください。第２表、地方債補正でございます。起債の目的は資本費平準化債、

４，５８０万円から補正後の額、限度額でございます。償還方法等については記載のとおりでご

ざいますが４，７７０万円にお願いをするものでございます。起債の方法、利率、償還の方法は

補正前に同じでございます。

議案第６２号

平成２０年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２０年度南部町の公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７，３７８千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１９０，５７９千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 地方債の追加及び変更は、「第２表 地方債補正」による。

平成２０年６月２０日 南部町長 坂 本 昭 文

はぐっていただきまして、５ページをお願いをいたします。

歳出の方から御説明をさせていただきます。１目元金でございますが１，７７１万１，０００

円をお願いをするものでございます。これは繰り上げ償還が３月末が償還の日でございましたが、

金融公庫等が９月末をもちまして新しい組織に移行になるということで、平成１９年度に繰り上

げ償還の計画表を提出いたしておりました。２０年度もあるものということで考えておりました

が、先ほど申し上げました組織の改革ということで公庫の中で繰り上げの返済をしていくもので

ございます。

それから、２目の利子でございます。これにつきましては繰り上げ償還等々に伴います３３万

３，０００円を減額をお願いをするものでございます。これにつきましても先ほど申し上げまし
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た６．３％という利率を借りかえによりまして、今２．５％というような低率に伴います減でご

ざいます。

歳入でございます。１目の一般会計繰入金でございますが３２万２，０００円を減額するもの

でございます。これにつきましては平準化債分２０万円、繰り上げ償還分１２万２，０００円で

ございます。

６款の町債でございます。１目下水道債でございます。２０万円の補正をお願いをするもので

ございます。先ほど集落排水特別会計でも申し上げましたとおり、平準化債の算定方式が変わっ

てきたために２０万円の増ということでございます。

それから、２目借換債でございますが１，７５０万円の増でございます。これも先ほど申し上

げました６．３％の繰り上げ償還をいたして新たに低利の借り入れをするということでございま

す。

３ページにお戻りください。第２表、地方債補正でございます。１、追加でございます。起債

の目的は公的資金借換債、限度額１，７５０万円、証書借り入れでございます。利率は５．０％

以内、償還の方法については記載のとおりでございます。

２、変更でございます。起債の目的、資本費平準化債、１，９１０万円から先ほど申し上げま

した変更によりまして１，９３０万円にお願いをするものでございます。起債の方法、利率、償

還の方法は補正前と同じでございます。

よろしく御審議方を、お願いをいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 提案の説明が終わりましたが、５９号の一般会計補正予算の歳入の後段

が議場聞き取れましたか。（発言する者あり）ちょっと聞き取りにくかったんじゃないかという

感じがいたしますので、総務課長の方から再度、歳入の後段だったと思いますけれども補足の説

明を、補足というか説明しておいてください。（発言する者あり）８ページが抜けたかいな。

（「８ページ説明がなかった」と呼ぶ者あり）後段の聞き取りが何か聞き取りにくいなという議

場の感じがそうしたもんだけん。８ページも追加でやっといて。

総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 陶山です。失礼いたしました。そうしますと再度説明させていただ

きます。

歳入の８ページが抜けてたということでございますので、かいつまんで説明させていただきま

す。

１８０号バイパスはこれからは、これは国庫補助金の受け入れと……。
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○議長（森岡 幹雄君） 歳入だけ全部やっといて。ちょっと聞き取りにくかったから。

○総務課長（陶山 清孝君） 失礼しました。一番最初上段、国庫負担金、民生費国庫負担金、１

目でございます。保育所運営費国庫負担金１９万５，０００円は、広域入所についての受け入れ

るものでございます。

それから、その下の国庫委託金の中の教育費国庫委託金でございます。当初申し上げました国

道１８０号のバイパスの埋蔵文化財調査の委託金を受け入れるものでございます。２，２００万

５，０００円でございます。

県支出金、県負担金でございます。これは同じく保育所運営費負担金としまして広域入所の関

係で県負担金９万７，０００円でございます。

１５款の県支出金、県補助金、２目の民生費県補助金でございます。これは民生委員推薦会を

先ほど開くというぐあいに言っておりましたけれども、これに対する県の補助金１万円を受け入

れるものでございます。

その下の１５款の県支出金、県委託金でございます。一番上段はセンサスの調査委託金の受け

入れ。

それから、４目の教育費県委託金でございますが、先ほど御説明しました４つの新しい事業、

これにつきまして県からの委託金という形で受け入れるものでございます。金額につきましては

不登校の対応で６２万円、子どもの健康を守る地域実践事業委託金で８６万３，０００円、小学

校英語活動推進事業委託金で４４万９，０００円、スクールソーシャルワーカー活用事業委託金

で２０１万６，０００円でございます。

あとの項目につきましては御説明したと思いますので、割愛させていただきます。失礼いたし

ました。

○議長（森岡 幹雄君） 以上で提案の説明をいただきました。

これより質疑に入りたいと思います。質疑に当たりましては議事の進行上、日程の順に従って、

またページや項目を明示の上、できるだけ質疑に集中をしていただきますようお願いをして、こ

れから質疑に入りたいと思います。

まず、議案第５７号、監査委員条例の一部改正について、質疑はございませんか。

１４番、真壁君。

○議員（14番 真壁 容子君） ２点あります。まず１点目、第１０条の(3) ですね、これが地方

公営企業法第３０条第２項に定めるという、いわゆる公営企業法関係の書類は翌年度６月でいい

ですよっていうんですけども、この平成２０年度においては７月末までとするという附則があり
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ましたね、この理由を求めます。

それから２つ目、１１条関係です。審査した決算書等の町長への送付が今までの条例では３０

日以内でするということが、今度はやむを得ない事由がある場合についてはこの限りではないと

しているんですけれども、これは先ほど説明されたように審査する内容が多岐にわたってくるこ

とから３０日ではできないのではないかということになるのであれば、本来であれば今までの書

類で３０日以内であれば、例えば５０日以内にするとかそういうふうに提案してくるのが本当で

はないかと思うんですね。やむを得ない事由がある場合においてこの限りではなかったらどうす

るのかということが、もしかしたら決算までにできなかったらどうするのかという問題があると

思いませんか。その点について、このようなやむを得ない事由がある場合においてはこの限りで

はないとするということについて、あらかじめ３０日では無理だと、今までと違って多くなるの

であればそれを延ばせばいいことではないですかと思うんですが、その方が会期としての責任が

はっきりするのではないかと思うんですね。それについての意見を求めます。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長でございます。まず、ことしですね、健全化法の施行は明

年４月からなんですけれども、先ほど説明しました事項につきましては本年の４月から施行され

るということで、実際に監査を受けなさいということになると思います。監査を受ける場合に現

在のところ、一つ一つがばらばらに提出されているということから、監査を一括ですべてのこの

数字、項目を全体を受けて監査を皆さん、監査意見を町長に返していただくためにまず７月とい

う、６月では少しそこは早いですし、７月であれば他の資料もすべてそろうという考えから７月

にそこを移行するものでございます。

３０日以内に今は決算審査を行い意見書ということでございますので、ばらばらに受けますと

またばらばらに返すということもありますので、その辺を少し柔軟に今回対応させていただいて

一括で意見を監査委員から町長に出してもらうという意図でございます。

どうぞ、よろしく御理解いただきますようお願いいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 続けてください。

○総務課長（陶山 清孝君） 続けさせていただきます。先ほどと同じことでございまして、一括

で意見書を出していただくという意味から３０日を超えることも可能性としてあるというぐあい

に考えます。そういうことで全体に今回の健全化法を効率よく町長に意見書として提案していた

だくために、そういう期間が３０日を超える場合もあるということを想定したものでございます

ので、御理解いただきますようお願いいたします。
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○議長（森岡 幹雄君） １４番、真壁君。

○議員（14番 真壁 容子君） 私はなるべく条例をつくるときには会期等についても所在、責任

ですね、会期等はっきりさせるために条例をつくるというふうに思うんですね。そういう意味か

ら見たら、やむを得ない事由がある場合においてはこの限りでないというのは以前の条例から見

たら、私たちの方から見たら後退する内容になってきているなというふうに思えるんですよ。

ちなみにお聞きしますが、今まで決算が、これ１０月ってなってますけども９月が決算期です

から、それまでに出てますよね。もっと早く町が準備して監査に送ってるわけですね。監査意見

の報告出てくるときの私たちが手元にある資料を見るときには、監査した日時も書いてあるんで

すよ。そんなに１カ月もかかってないんです。長くて１週間ですよね。私は何回もやってるわけ

ですね、その辺のもちょっと求めますけれども、町とすればこの財政健全化法に基づいてたくさ

んの資料を監査に送付するときには３０日ではできないというふうに見てるということなんです

か。もしそれがあるのであれば、大前提であるのであれば、５０日ないし６０日に延ばしておけ

ばいいのではないかと思うんですね。要するにいつまでということははっきりした方がいいので

はないかということなんです。この項を書いたということは本当は３０日でできるというふうに

判断してるということなんですか。それも今までのやり方から見てどうなのかということを町は

考えてるかということをお聞きしたいと思うんです。

参考までにですね、私はわからない、地方公営企業法の今の分ですね、水道と病院は今までだ

といつごろ出されてたんですか。この中では監査委員の条例では１０月までに委員に提出してそ

の審査に付さなきゃならないしか書いてないんですよね。今まではちなみに事務として、事務の

中だとして一般会計はいつ出しましたか。それから公営企業の分についてはいつ監査に送ってた

んですか。参考までに教えてください。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 日付の概要等については今ここで申し上げれるそういう資料を持っ

ておりませんが、３０日という問題はこれは原則３０日であって、先ほども申し上げますように

不測の事態が生じたときに結果として統一して意見書を町長に上げるという方が合理的でありま

すし、この法令の趣旨にも沿っているだろうという判断からでございます。あくまでも３０日が

原則だと御理解ください。

○議長（森岡 幹雄君） ちょっと休憩をいたしますが、ただいまの件については監査の事務局を

議会の事務局長が兼務をいたしておりますので、この休憩中に若干補足的にお話をしておいた方

がよろしいのかなというふうに思いますので、休憩中にちょっと。
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午前１１時０５分休憩

午前１１時０６分再開

○議長（森岡 幹雄君） 再開いたします。

ほかに質疑はございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、進行いたします。

議案第５８号。

６番、細田君。

○議員（６番 細田 元教君） 町営住宅に暴力団を入れないという条例改正ですが、この暴力団

の定義というかどんなんして調べるか……（サイレン吹鳴）

○議長（森岡 幹雄君） ちょっと細田議員、とめて。サイレンがとまるまで。

○議員（６番 細田 元教君） この暴力団のどんなんして、今入っている方が本当に暴力団かど

うかと、これから入る人は住宅に申し込みに来られますけれども、その人が暴力団であるかどう

かというのはどのようにして調べられるのか。

それと関連ですが、右翼と暴力団とは違うんでしょうか。その辺のことも一つ。暴力団より右

翼の方が怖いような気がするけど。

○議長（森岡 幹雄君） 建設課長。

○建設課長（滝山 克己君） 建設課長でございます。調査の方法でございますが、今規則を作成

中でございますが、米子警察署と緊密な連携をとりながら調査をしていくという方法をどの市町

村もとっております。

それと右翼でございますが、ここで規定しております暴力団員といいますのは、暴力団員によ

る不当な行為の防止に関する法律で定められております指定暴力団の構成員ということでござい

ます。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） ６番、細田君。

○議員（６番 細田 元教君） それに関連してですけども、こういう方がもし入っておられたり、

またこれから入られるだろうじゃないですけどあったと、それでどうしても協議というか、あな

たは暴力団ですのでだめですよというような話になろうと思いますけれども、そのときの町のマ

ル暴対応はどのようにされておられますか。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。
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○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長でございます。暴力団対応につきましては米子警察署と連

絡をとっておりまして、本年度からは室長以上の職員全員に当講習を受けさせました。先日も出

向いていただきまして刑事の方に迫真の暴力団になっていただきまして、その対応をロールプレ

ーで検証したというようなことを２日間続けてやりました。こういうことを続けて対応していき

たいというぐあいに思っております。以上でございます。

○議長（森岡 幹雄君） １４番、真壁君。

○議員（14番 真壁 容子君） 今回この暴力団員による不当な行為の防止に関する法律に基づい

て条例が変えられてくるというのは、今回が初めてなんでしょうか。地方自治というのはそこに

住んでる人にひとしくサービスを提供していくということになりますよね。その中で暴力団員に

よる不当な行為の防止に関する法律によって、いわゆる指定暴力団員の構成員とした場合には一

定の市民権ですよね、それを制限していくという内容がこの法律なんですよね。私は、いわゆる

反社会的集団である暴力団についてのこういう措置は必要だというふうに考えてるんです。とこ

ろが今度、公務でする場合にはその暴力団員について一定の制限を加えていくことになるわけで

すよね。市民的権利を制限していくということになれば公務の現場ではこれは厳重に、正確にや

らんといけんと思うんですね。住宅の場合は入居判定のときが問題になってきますよね。あなた

が暴力団員ですかって聞くわけにはいかないから、警察と連絡しているから恐らく指定暴力団員

の名簿等が来ているのだと思いますが、町とすれば入居を判定していく手段のどういうところで

この条例に基づいて暴力団員を排除していくという行為を行うのかという、事務的な流れの中で

どういうふうに続けるかというのを知りたいのが一つ。

２つ目、これはもう指定されておりますからお聞きしますが、現在、町営住宅に入居しておる

中にこういう対象者はいるのかという問題です。２つ目。

３つ目は、この町営住宅条例の一部を改正するところで今回、暴力団員による不当な行為の防

止に関する法律が出てきましたが、この法律によって公務での、いわゆる暴力団員を排除してい

くというところがあらゆるところ出てくると思うんですね。そのときに大事なのが、いわゆる住

民から来る要求と、住民から来る分と指定暴力団として来る分の市民的権限を制限していくとい

うことは、明らかに違っていなければいけないわけですよね。その認識があるのかどうかという

ことを町長にお聞きしたいと思うんですよ。このことによってすべてが、例えば、こんなことは

ないと思いますが、住民からちょっと大きな声で言ってきたら、こういうふうなことを言われて

困るということまで一緒にしていることではないっていうことですね。ここに今、町が市民的権

利を制限していくというのは、あくまでもこの法律によって暴力団員として認められている者に
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ついてやっていくんだという姿勢が大事だと思うんですけども、その点の確認をしておきたいと

思います。

○議長（森岡 幹雄君） 建設課長、滝山君。

○建設課長（滝山 克己君） 建設課長です。入居するときの調査の方法でございます。これは入

居申請書に自分はそういう団体とは関係ないという記載をしていただく項があります。それと、

調査されても構いませんというような項も設けております。それによって新しい入居の方につき

ましては警察と連絡をとり合うというようなことになると思います。

それと２番目の、現にいるかどうかということでございますけども、これはそういう調査をし

ておりませんのでわかりません。

それと３番目ですけども、どうやって確認するかでよろしいでしょうか。

○議員（14番 真壁 容子君） ３番目は町長に答えて……。

○建設課長（滝山 克己君） そうしますと、２つで終わらせていただきます。済みません。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長でございます。議員のおっしゃるとおり不当な行為と住民

の皆様の要求活動は明らかに違うと思います。ただ、その中に、もしかしたら不当要求に極めて

近いというものもあるやもしれません。その場合には庁舎管理の規定とかそういうものにのっと

って対応させていただくという筋になるというぐあいに思っております。ただ、一般的にそのよ

うなことを考えて業務をしているわけではございませんでして、あくまでも反社会的、反違法的

な行為を前提にして不当要求に対して組織として、断固としてそういうものに負けるようなこと

はしないということの研修や心構えで職員は向かっておりますので、その点はよろしくお願いし

たいと思います。

○議長（森岡 幹雄君） １５番、宇田川君。

○議員（15番 宇田川 弘君） 先ほどの建設課長の答弁の中に、今入居しておられる方にという

のがありましたが、今入居しておられる方には私はないというふうに判断しますが、その辺のと

ころはっきりしていただかなければ、こういう条例はつくったけども、例えば１０人ももう入っ

ておられてというような話では条例の意味というのがなくなってくるんで、その方は退去してい

ただくとかなんとかでっていうことになりますけども、これからの問題に対してこういう条例を

つくっていくわけですから、そこの辺のところをきちっと調査をして内容はこうだということを

はっきりおっしゃるべきというふうに思いますが、その辺についてどのようにお考えかをお聞き

いたします。
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○議長（森岡 幹雄君） 建設課長、滝山君。

○建設課長（滝山 克己君） 建設課長です。今現在の入居者についてはっきり調査してというよ

うな御質問だったと思いますけども、私は今現在そういう方は入居されていないというふうに考

えております。

○議員（15番 宇田川 弘君） それをはっきりして。

○建設課長（滝山 克己君） しかしながら、個人のことでございます。どういうことかわかりま

せんので条例制定の折には、そういった方がおられた場合は、周囲に迷惑をかけるような行為を

されてる場合には、しかるべき調査をさせていただきたいというふうに考えております。以上で

す。

○議長（森岡 幹雄君） ほかにはございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、進行いたします。

議案第６０号、平成２０年度南部町老人保健特別会計補正予算……（発言する者あり）ごめん

なさい。もとへ戻ります。

議案第５９号、平成２０年度南部町一般会計補正予算（第２号）について質問はございません

か。

１番、植田君。

○議員（１番 植田 均君） ２点お願いします。１８ページです。教育総務費の８節報償費の中

の南部町の教育を考える委員会委員謝礼という関連で質問いたしますが、この補正の説明の中で

総務課長は、学校の統合を含めた南部町の教育を考えていく会をつくっていくんだという説明だ

ったと思いますけれども、そのような方向づけをまず前提として持っておられるということの考

え方について１点はお聞きしたいわけです。そのことと、委員会をどのようにつくっていかれる

のか。その委員会をつくるつくり方の考え方ですね、そのことをまずお願いします。

それから、１９ページの中学校費の２６節少人数学級加配教員対応寄附金２００万円の減の説

明ですが、南部中学校が基準に合わなくなったためにこの寄附金が減額されたということですけ

れども、この基準で合わなくなったことの説明をよろしくお願いします。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 教育長、永江君。

○教育長（永江 多輝夫君） 教育長でございます。１点目につきまして私の方からお答えをいた

したいというぐあいに思います。

総務課長の方の説明を踏まえての御質問ということでございます。小学校、中学校それぞれの
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学校教育の現状を踏まえて、一人一人の子供たちの教育環境として現在の状況がベストであろう

かということをまずベースにしておきながら、統合という問題も一つの選択肢として位置づけを

して、さまざまな角度から皆さん方の御意見をちょうだいをしたいという考え方でおるところで

ございます。委員さんの考え方ということがございましたけれども、１２名の委員さんというの

を現在総員として考えておるところでございます。

そのうちで２名の方につきましては町外から教育問題、これは学校教育ばっかりでなしに社会

教育面も含めて、広く教育に見識の深いと思われる方を町外から２名程度お迎えをしたいという

ぐあいに思っております。

それから現在の学校教育の現場におる教員の意見も非常に大事だろうということを思っており

まして、町内の小⋞中学校の校長から２名程度はここに入れたいなというぐあいに思っておりま

す。

それから、あと６名ということになると思いますけれども、町内を見渡して、見渡してといい

ましょうか、こういう分野に御見識が深い、あるいはそれなりの学識経験をお持ちの方にお願い

をしましてお力添えをいただきたいなというぐあいに今思っております。

それから２名の、あと２名の枠があると思いますけれども、この２名の方につきましては公募

という形をとらせていただいて総計１２名の方で現在５回、最低でも５回ぐらいの会は必要であ

ろうと、あるいはそれ以上ということがあると思いますけれども想定をしながら考えておるとこ

ろでございます。以上でございます。

○議長（森岡 幹雄君） 教育次長、稲田君。

○教育次長（稲田 豊君） 教育次長です。２００万円の減額ということで南部中学校が基準に

合わなくなったという説明をしましたけども、当初、入学予定者、少人数学級ですので中学校は

３３名以上という基準がございます、３４という基準がございまして、入学予定者３４名だった

ところが、お一人の方がちょっと米子市の方の中学校の方に行かれた関係で基準を満たさなくな

ったためでございます。

○議長（森岡 幹雄君） 植田議員、よろしいですか。

１番、植田君。

○議員（１番 植田 均君） 南部町の教育を考える委員会について再度聞きますけれども、南部

町の教育の将来にとって大変重要な委員会になると思います。このような委員会を本当にどんな

形で議論を進めていけばいいのかということは、議会も含めてもうちょっと議論するべきでない

かと私は思うわけです。教育委員会としての構想はわかりますけれども、それをまずたたき台に

－２４－



しながらどうあるべきなのかということを本当に議会も一緒に議論しないと、どんどん先に進め

ていくような、５回程度というような話も出てくるぐらいですから、人選これでいいのかという

問題も本当にあると思います。そういう意味で再度考え直して議会に素案提起という形で考えて

いくべきでないかと私は思うですけど、そのあたりの考え方をよろしくお願いします。

○議長（森岡 幹雄君） 教育長、永江君。

○教育長（永江 多輝夫君） 教育長でございます。先ほど御説明をしました中身を考え直したら

どうかという話でございますけれども、先ほどお話をさせていただきました考え方についてはこ

の方向でスタートさせてやっていただきたいというぐあいに思っております。決してこの会の結

論といいましょうか方向性を持ってすべてを決めてしまうと、決められるような問題ではないと

いうことは私も思っております。もちろん保護者の方、より多くのまた地域の方の御意見もちょ

うだいせないけませんし、住民の皆さん方の代表である議員の皆さん方の御意見もお伺いをする、

そういう場は当然つくりながら総合的に判断をしていくことが必要であろうというぐあいに考え

ておりますので、御理解をいただきたいというぐあいに思います。

○議長（森岡 幹雄君） ６番、細田君。

○議員（６番 細田 元教君） 何点かお聞きしますが、まず８ページの歳入の方からお聞きしま

すが、この教育関係ですが事業名が書いてありますが、その中身を教えていただきたいと思いま

す。

まず、１５款の総務費の県委託金の中で、統計調査委託金で経済センサス調査委託金とありま

すね。私、ちょっと英語が苦手なものでばかですのでちょっとこの、どのような調査されるのか

お聞きしたいということと、あと学校関係、教育関係で委託金でこの一つ一つの事業についてち

ょっと教えていただきたいと思います。不登校対応地域ネットワーク推進事業、どのような内容

でどのようなことをされるのかと、子どもの健康を守る地域実践事業、それとスクールソーシャ

ルワーカー活用事業とありますけども、それらの中身をちょっと教えていただきたいと思います。

○議長（森岡 幹雄君） 教育次長、稲田君。

○教育次長（稲田 豊君） 教育次長です。新たに対象になりました事業の中身ということです

ので御説明させていただきたいと思います。

不登校対策ネットワーク事業につきましては昨年度からの引き継ぎ分でございまして、現在さ

くらんぼという対象施設を持っておりますが、そこの指導員の方１名の方に他町村との連携とか

県教委とかの連携をしていただくための事業でございます。

それから、子どもの健康を守る地域実践委託金ということですけども、これは児童生徒が健全
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に成長を続けるために今現在抱えております健康課題等の対策が必要であるということで、県が

モデル事業を行いました。子どもの健康を守る地域専門家総合連携事業というモデル事業を行い

まして、それの南部町の方が受けて行うもので、鳥取県では智頭町との２町村だけが行う事業で

ございます。これは専門家といいますか保護者を対象にした講演会、それから子供たちを対象に

した指導を行っていただく謝金等を支出予定にしております。

それから、小学校英会話活動推進事業ということですけれども、これは平成２３年から学習指

導要領の変更に伴いまして小学校の５、６年生で英語授業が始まっていくということで、それの

モデル的な取り組みを事前に行う部分でございまして、これも会見小学校を拠点校にして先進地

の視察とかを行い、どういった取り組みをしていくのがいいのかということを研究していく事業

でございます。

それから、スクールソーシャルワーカーにつきましては、これも今年度からの新規事業でござ

いますけれども、子供や家庭が抱えておりますさまざまな問題、例を挙げますと不登校傾向とか

学力不振、友達関係、親の方では精神的なもの、経済的なものというような不安定な家庭等に対

しまして、学校とその家庭の連携から福祉との関係等をしていただく方の活動を行うものでござ

います。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 企画政策課長、三鴨君。

○企画政策課長（三鴨 義文君） 企画政策課長、三鴨です。経済センサスというので新しい調査

名が出ましたけれども、これは今まで経済産業省と総務省とそれぞれの省庁でいろんな統計調査

がなされてきました。サービス業基本調査とか事業所統計、工業統計、こういったそれぞれの省

庁に分かれていたものを来年度、平成２１年度からまとめて実施しようと。これが経済センサス

という名称で実施されます。そのことによって日本の経済状況、推計判断をなされるということ

でして、それに前段としまして２０年度４月に決まったわけですが、事務段階で準備、調査区と

かですね、そういうことを準備していきましょうということで今年度事務費がつきました。２１

年度から実施されます経済センサスの基礎調査、準備の今回補正をさせてもらっています。経済

センサスというのはそういう形で２１年度からとり行われるものでございます。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） ６番、細田君。

○議員（６番 細田 元教君） 不登校地域ネットワーク推進事業の中でさくらんぼの指導員さん

のことで他町との連携と言われましたけども、今現在あそこのさくらんぼには小学校何名、中学

校何名で、他町とはどのような連携されるのか。

それともう一つ、子どもの健康を守る地域推進事業では県のモデル事業を智頭町と南部町がと

－２６－



ったと、もらったと、保護者の懇談会とか子供さんのいろんな会合とかって聞きましたけども、

子供の健康、南部町にはどのような健康、子供に健康に留意、留意というか問題点があるのか、

その点をお聞きしたいと思います。

○議長（森岡 幹雄君） 教育長、永江君。

○教育長（永江 多輝夫君） 教育長でございます。お答えをいたします。

１点目の質問の中で現在さくらんぼの方に何人ということでございますけれども、定期的にと

いいましょうか、きちっと通級ができている者が中学生で３名というぐあいに認識をいたしてお

ります。もう１名入っておりますけれども、この子供につきましては少し不定期な状況というこ

とで認識をいたして……（発言する者あり）小学生はございません。

それから、不登校対応地域ネットワーク事業のことでございます。他町村との連携ということ

でございますけれども、こういう教育支援センターというのは前にも御説明いたしましたように

県が手を放したというようなところがあって、各市町村がいろんな形の中で事業を取り組んでお

ります。そういうそれぞれの現場におる相談員の方のお互いに情報交換をしたり、あるいは子供

たちへの対応について研修をしていくということが中心の事業になろうというぐあいに思ってお

ります。このものは不登校対応地域ネットワーク事業というのは、これは間違っておりましたら

また総務常任委員会で訂正をせないけませんけれども、国の方の事業を県が受けてこうした分で

ございます。それから教育支援センターというのは単県の事業でございます。同じような性格の

ものが２つこうやってきて、それをうまくうちの方で受けさせていただいて、少しでも単町費が

少ない中で運用したいと、そういう目的もあってこのものは受けておるところでございます。

それから、子どもの健康を守る地域実践事業でございます。これは子供たちの健康にどんな問

題があるのかということでございますが、各学校で学校保健委員会という組織をつくっておりま

して、子供たちの健康の実態、あるいは健康を維持していくための課題、そういうものについて

逐年共通理解をしながら学校は取り組んでおります。今、具体的にこれがどうの、これがこれだ

けの数字というのがはっきり言えませんが、わたしはかつて非常にびっくりをした事例で申し上

げますと、例えば健康診断で歯の治療が必要でございますよということで医者から指摘をされて

おる、そのことを学校の方から保護者の方に伝えてはいるんだけれども、実際にそれの治療をし

た子供の割合が非常に少ないというような問題があったりしております。この問題については全

力を挙げてやれというようなことを指導したこともございます。そういう面がございますが、私

がこの事業を受けさせていただいた一番のねらいは、各学校に養護教諭が１名ございます。それ

ぞれが学校の中では一生懸命やってはおりますけれども、子供たちの生活実態というのは健康も
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含めて、あるいは心の問題も含めて非常に今多様な問題を抱えて保健室に通ってくる子供たちが

たくさんおります。その者に１人の養護教諭が基本的には対応してるという状況でございますの

で、町内に５人の養護教諭がおりますのでしっかりそこのところを連携をしながら子供たちに対

応をしていく、そういう体制づくりをこの事業をきっかけにしてつくりたい。そういう願いが私

にございまして、このたび単年度事業ではありますけれども受けさせていただいたという経過で

ございます。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） ほかにはございませんか。

１２番、亀尾君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 何点か教えてやってください。数の確認とかですので。

まず９ページの中で、一番上なんですけど不動産の売り払い収入、これ福里団地が１区売れた

ということだったんですが、今残りが何ぼ残ってるかという数、引けば、前の記録をたどればわ

かるんですけど、ここで改めて何区残ってるかということと。それと、これは一つは何とかだっ

たな、姫路のリアルティーにですか、そこを通じたんですか、あるいは町直接なんですか。これ

私よくやり方をうっかりしてるんですけども、そこを通すことが必要なのか、あそこに委託した

形ではなくて町に直接あったのかと、その点がどうなのかということ。これもあわせてお聞きし

たいと思います。

それから、１０ページの中で、１０ページのところで一番下段で退職手当組合の負担金で、３

月末で４人分があったんだけども、そのうちの２人分だということだったと思うんですが、どう

してこういうぐあいになったのかが、４人一括で出すことができなかったのかどうかということ、

そのこともお聞きしますのでよろしくお願いします。

それからはぐっていただきまして１１ページですね、地域自治振興費の中で、課長から説明が

あったんですけど私聞き取れなかったもんでもう一度お聞きしたいんですが、推進助成の金６万

９，０００円、これはどっかの公民館で言われたがどこの公民館だったでしょうかということ改

めてもう一度お願いします。

それからですね、先ほど植田議員がお聞きしたんですけども、１８ページですね、南部町の教

育を考える委員会委員謝礼というのが上がってて、内容についてはわかったんですけども、今ま

でですと考える会委員というのは以前あったでしょうかということ、ほかにもこういう事例があ

ったでしょうか。もし、将来の町のあり方だとかそういうことですと、今までだったら従来でし

たら審議会とかね、そういう方向だったと思うんですけども、私が記憶に考える会というのが以

前あったのか、そのことをお聞きするのと、あわせてこの委員会というものが将来は発展的とい
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うんですかどうでしょうか、審議会というようなことに結びつくものかどうなのかということを、

この点についてお聞きしますのでよろしくお願いします。

○議長（森岡 幹雄君） 企画政策課長、三鴨君。

○企画政策課長（三鴨 義文君） 企画政策課長です。福里団地の現在の数ですけれども１７区画

ありまして、そのうちの８区画が定期借地権による契約済みものです。このたび売却いたしまし

たのが１区画ということで処理済みが９区画になりました。あと８区画が残っております。それ

とすべて姫路リアルリティーに介してきております。

自治振興費の中のまちづくり推進事業補助金ですけれども、これは荻名公民館の雨漏りでござ

います。荻名地区の公民館でございます。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長です。私は１０ページ一番下段の負担金、補助金、交付金

について説明いたします。

退職手当組合の負担金がふえたのがもっとわかったんじゃないかということでございますが、

ここに今回の人事に関係する者すべては１月中に人事が確定した者、またそこの所属している者

に対するものを計上しております。これは当初予算で計上したものでございます。４月に人事異

動がございますので当然人が動きます。部局がかわることもあります。そのための補正を今回さ

せていただきます。それでこの退手組合ですが、これは職員が退職者がふえると市町村退手組合

の方も非常に困りますので、特別負担金というものを要求します。これが人数が２名を当初予算

で計上しなかったものでして、１月以降に退職が確定された方、退職せざるを得ないという確定

をされた方について当初予算は計上されてなかった、それに対して特別負担金の要求が市町村か

ら来ると、それに対する対応額でございます。御理解いただきますようお願いいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 教育長、永江君。

○教育長（永江 多輝夫君） 教育長でございます。南部町の教育を考える会についてお答えをい

たしたいというぐあいに思っております。

南部町が発足をしまして後、こういう形の会は開催をしたことはないというぐあいに思ってお

ります。旧町の件につきましては十分に私の方で情報を仕入れていないところがございますが、

何らかの形で住民のこういう学識経験の方の御意見をお聞きするような場といいましょうか、会

議といいましょうか、そういうものを旧町のときにつくった経過があるということは私の経験の

中では記憶をしてございますが、南部町になりましてから基本的にはございません。審議会にと

いうこともございますが、このことについては少し課題の話し合いの状況内容を勘案をしながら、
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頭の中には私も入れてはおります。そういう形の方がより住民の皆さんの御意向なり、整備をし

ていくのにベターかなということになればそういうことも考えていきたいというぐあいに思って

おりますが、実はもう１点、こういう問題と絡めてということになると思いますけれども、この

たびの国の教育基本法の改正を受けての教育三法の改正によりまして国あるいは都道府県、そし

て地方公共団体がそれぞれに教育振興基本計画というものを策定をせないけんと、こういうぐあ

いに法改正がなされております。このことも近い将来、私どもも南部町の教育振興基本計画、こ

ういうものを策定をせないけん。こういうこともございましてこのことをどういう形でやってい

くのか、それは例えば審議会方式でとるのかですね、あるいは御意見をいただく形でやるのか、

そのあたりの実は行き方の問題もございまして、とりあえず考える会というような形の中で御意

見をいただいて整理をしていきたいと、そういう考え方で今おるところでございます。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） １２番、亀尾君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 再度聞きます。先ほど教育長から、国の方針で教育の基本何とか

策定のそういうことをやるということで、もちろん教育は学習指導要領に基づいて、それからい

ろんな教育関係の法律のもとにやられてることは私もよく理解するんですけども、恐らくこれが

いろんなね、国がそれぞれにおき計画を立てるだとかそういうことがどんどん来ると思うんです

けども、そういうことで一くくりにやっていく方向にされるのか、それともいろんなジャンル別

というんですか、別でやられるというぐあいに将来的に考えておられるのかどうかということを

あわせて、なかなか難しいと思うんですけども、そういう方向はどういうぐあいに展望というん

ですか、そういうぐあいにいろんな、例えて言うと教育のあり方とかあるいは学校の形態ですね、

いろんな形があると思うんです、ジャンル別に。そういうことについてやっぱりそれぞれの専門

的な分野でされるのか、あるいは一くくりというんですか総合的にやられるようにする方向づけ

されているのかですね、将来的なことを。そういうことについてはまだそこまでの何か、あるい

は充実させるためにはそういう方法もあるのかなというぐあいに考えておられるか、その点につ

いて再度お聞きするんですがどうでしょうか。

○議長（森岡 幹雄君） 教育長、永江君。

○教育長（永江 多輝夫君） 教育長でございます。私の御質問の受けとめ方がもしかするとまず

いのかもしれません。そのときはお許しをいただきたいというぐあいに思っておりますけれども、

現在も条例等に基づいて社会教育の振興等について、あるいは青少年教育についてですね、専門

的に御意見をいただく社会教育委員さんという制度がございましたり、あるいはスポーツの振興、

そういうものにつきましてはスポーツ振興審議会という条例設置のものがございます。あるいは
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現場で指導していただく体育指導員さんというような制度もございます。さまざまな分野におい

てそれぞれに御提言をいただいたり御指導いただいております。委員さん等もございますので、

そういう現在の制度とうまく連動をしながら、連携をしながら最終的に全体の計画像が調整がで

きるような会議のあり方といいましょうか、つながり方といいましょうか、そういうものを十分

配慮しながら進めていきたい。こういう会がすべてにまさるというようなことではなくて、そう

いうところとうまくつながりを持ちながら御意見が反映されるような形で話し合いといいましょ

うか、検討を進めてまいりたいというぐあいに思っております。議員さんの御質問と少しずれて

おりましたらお許しをいただきたいと思います。

○議長（森岡 幹雄君） ほかにあるようでありますが、お昼過ぎておりますので、ここでお昼の

休憩に入りたいと思います。再開はちょっとけちりまして１３時、午後１時再開ということで御

参集賜るようお願いをいたします。休憩いたします。

午後０時１０分休憩

午後１時００分再開

○議長（森岡 幹雄君） 休憩前に引き続いて質疑を続行いたします。

１４番、真壁君。

○議員（14番 真壁 容子君） 補正予算は総務関係が多いのですが、委員会では町長にお聞きで

きないので総務関係の点については町長にお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。

まず１点目の、歳入のところでの９ページ、財産収入のところです。不動産売り払い収入で福

里団地が１区画売れたという３５６万７，０００円の計上があります。これは以前にも問題がな

ってきた福里団地で姫路リアルリティーが入ってるんだけれども、去年の８月までに完売するよ

と言っておって売れなかった。３月までにはお金は全部入ったから町は問題ないという態度をと

るのかどうかという点ですね。あと、残８区画が残っています。町とすれば、この売っていく計

画を姫路リアルティーからお金もらったからというだけでは、定住対策の政策に責任持つ姿勢と

は言えないわけですよね。それで、このことをどのように協議して進めていこうとしてるのかと

いう点をお聞きしたいというふうに思います。（発言する者あり）いえ、違います。

次、１１ページの企画費の使用料及び賃借料、これも総務関係なんですけども町長にお聞きい

たします。巡回ラジオ体操バス借り上げ料が２１万計上されています。当初予算では２９万円計

上されていました。合わせると５０万円です。当初は２９万円で１，３００人を送迎すると言っ
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ていました。住民からは、ラジオ体操は結構だけれども１回のラジオ体操に１００万以上もお金

使い過ぎではないか、本当に花回廊でなくてはいけないのかという声も出ているわけです。今回

２１万円を計上するのは人数がふえたのか、バスの単価が上がったのか、計画違いだったのか。

このことに多額のお金をかけていくことについての町長の見解を聞いておきたいと思います。

次、これは１２ページ、これは大事なことなので聞きますが、町長、町議会議員選挙はいつと

いう予定にしているんですか。選挙管理委員会がいなければ選挙管理委員会の担当者がおりませ

んか。ここに予算が上がってるので聞くんですが、調整上ではいつだというふうに考えてるんで

すか。

次、１３ページ、社会福祉総務費の民生委員推薦会報酬ですが、民生委員が辞職されたと言わ

れましたが辞職の理由は何でしょうか。

次、児童福祉費の保育園関係です。課長も言われましたように２０年度の人事異動の分が今回

の６月補正に出てきているわけです。ここでですね、保育園費の給料が減額の９３５万７，００

０円になっています。これはいわゆる現職であられました保育園長がかわったことが出てるのか

な、それとも一般職がいなくなったのかなと思うんですけども、いわゆる保育施策について今回

のこの異動があるんですが、町長、どう考えているのかという問題です。住民からは、ベテラン

の保育園長を現場からのけたことについて非常に町は保育園の施策をどう考えてるのかって声が

出ているわけですね。これについての考え方をお聞きいたします。

次、同じく保育園費の１３の委託料のとこで、これはちょっとわからない、保育園麻疹排除対

策、排除対策って初めて聞くんですけども、政策の位置づけが変わったのでしょうか。このこと

についての説明をお伺いいたします。

それから少し戻って申しわけございませんが、１３ページの高齢者福祉費、委託料２９５万３，

０００円あります。地域支援事業生活機能評価委託料２９５万３，０００円、これは介護保険、

広域連合からの委託だと町が受託したことになるんですが、この内容についてどういうことをす

るのか、ここでなかなか聞いてもわかりませんのでどういう評価をするのかという、わかるよう

な要綱がありますよね、それを出していただきたいと思いますが出せますか。

次は、これも所管の分になるのですが、非常に重要なことですので町長にお聞きします。内容

は１８ページの、先ほど植田議員も質問しておりました報償費に上がっております南部町の教育

を考える委員会委員謝礼２０万上がっているというこの中でのこの委員会の問題です。町はよく

いろんなことを取り組むときに、町の方から住民を集めて委員会とか審議会とかつくるわけです。

そういうところから答申をもらったことについては、それが住民の総意だとして動くことが今ま
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でにもありました。先ほどの中身では学校統合をも視野に入れた委員会をというふうなこと言っ

ていました。学校統合問題は南部町の教育施策の大きな一つであるわけですね。これを教育を考

える委員会がどのように協議されてどういう結論が出してくるかというところですが、教育を考

える委員会の位置づけが非常に重要になってくると思いませんか。先ほど聞いてますと、ほかに

はスポーツの指導員がいるとか、社会教育委員がいるとか言いましたが、これらのことをすべて、

いわゆる条例に位置づけられた委員等がなっているわけですよね。これは報酬でもない報償費で

するわけです。言ってみれば町から見れば位置づけの明らかでない任意の、それも公に住民が認

めた方々ではない人たちが集まって学校統合問題も含めて一定の結論を出すような委員会をつく

ろうとしている。これは私は、町から見たら公共性のことを考えていく委員会の位置づけとして

は非常に公共性から外れていると言わざるを得ないと思うんです。仮に学校統合問題を考えるの

であれば、それらも含めた形で協議してきてそれを立ち上げようという合意がなければできない

ことではないかと思うんですね。ここではその結論がなかなかもらえると思わないのでお聞きし

ますが、南部町の教育を考える委員会の要綱を出していただきたい。一体どういう目的で何のた

めにするのかということがわからない、そういう中で謝礼の費用だけ出してくれというのはちょ

っと説明不足だし、責任がとれない問題だと思いませんか。そういう意味でそのことは教育委員

会お願いしますが、町長は、本当に学校統合等を考えるのであればもう少し公共性が担保された

内容でなければいけないと思いませんか。その辺についての町長の見解をお伺いしたいと思いま

す。

それから、最後の２３ページに給与費の明細書というのがあるんです。これを見てて、これは

町の職員構成ともかかわるのでここで聞くのですが、ここで見たら一般職はいいんですが、特別

職のところで職員数が補正前と補正後で長はわかりますよね、町の議員もですが、その他の特別

職が５９１人から６０２人にふえています。この内容についてお聞きします。それと関連してこ

れは私が考えていることで違えば訂正していただきたいと思うのですが、平成２０年度になって

今までの常勤臨時職を非常勤一般職という聞いたことのない名前で説明されました、委員会で。

やっぱりどう考えても２３と２４ページの特別職と一般職を見るんですけども、その非常勤一般

職というのはどこに当てはまるのかというのわからないんです。よく考えれば一般職以外は全部

特別職になるという地方自治法と地方公務員法のを見たら、非常勤一般職という言い方はできな

いのではないかというふうに思うわけですね。それらはどこに分類されているのか、そのことを

お伺いいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。
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○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長です。まず、私は１３ページの保育園の９００万の給料費

が落ちたのはベテラン園長を異動したためかということでございますが、大方のところはそのよ

うな数字だろうと思います。育児休業だとかいろいろな要素もあるかもしれませんけれども、そ

こが一番大きな問題だと思います。そして現在は、一番ベテランでございますので４園の統括と

して若い職員の指導に当たるという立場で指導いただいております。

一番最後に御質問いただきました２３、２４ページに給与費の明細がございます。これについ

てでございます。まず、特別職の範囲は非常に多うございまして今回１１名ふえておりますが、

これは民生委員さんの１１名分がふえたという、このような各委員会の方たちも皆さん特別職と、

一般職以外は特別職という考えでございます。したがいまして、先ほど真壁議員が言われました

とおり……（発言する者あり）先ほど民生委員と言いましたが、民生委員の選考委員会でござい

ます。の１１名が入っております。それで以外でございますが一般職、御質問のとおりでござい

まして一般職以外は全部この中に入っておるというぐあいに思っております。以上でございます。

○議長（森岡 幹雄君） 企画政策課長。

○企画政策課長（三鴨 義文君） 企画政策課長です。先ほどの福里団地の関係のお答えをさせて

いただきます。町長直接……（発言する者あり）町長直接の答弁ということでしたけれども、思

いは同じではなかろうかと思いますので私の方でお答えさせていただきます。

亀尾議員さんの御質問にもお答えしましたけれども、１７区画のうちの今９区画が定借の契約

済みと売却が１件ということで９区画が契約済みです。残りが８区画というふうにお答えいたし

たところです。しかし、この１７区画は姫路リアルティーとは既に定期借地権の契約をすべてし

ておりまして、真壁議員さんもおっしゃられました３月末に半額はすべて入って収納済みでござ

います。ですから町といたしましては土地を持ちながら定期借地権というもので既に半額を回収

しておりますから、リスクはありませんが、おっしゃられますとおり早く契約が成立して住んで

いただければそういったメリットが生まれてまいりますので、早くそういう契約を成立すること

が有利かと思いますが、既に１７区画のうちのこの短い期間で売れ残ったものが半分以上も姫路

リアリティーの販売力で既に売れてきております。町からもいろいろな情報を流して姫路リアリ

ティーの方で商談されて契約成立に順次進んでおりますので、これからはお互いにその情報交換

をしながら契約成立に向けてお互いが努めていくというふうなところで進めてまいりたいという

ふうに思っております。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 健康福祉課長、森岡君。

○健康福祉課長（森岡 重信君） 健康福祉課長です。１３ページの民生委員の関係でございます
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が、御自分の病気のため辞職をされております。

○議長（森岡 幹雄君） 町民生活課長、畠君。

○町民生活課長（畠 稔明君） 町民生活課長でございます。私は１４ページの保育園費、委託料

の中にあります保育園費麻疹排除対策、この排除ということにつきましてお答えさせていただき

ます。

これは字句だけの問題でございまして、排除対策となっておりますけども安全対策というふう

に読みかえていただけたらというふうに思っております。以上でございます。

○議長（森岡 幹雄君） 教育次長、稲田君。

○教育次長（稲田 豊君） 教育次長です。私の方からは１１ページ、企画費の関係でラジオ体

操のことについて教育委員会の方でやっておりますので説明をさせていただきたいと思います。

当初、ラジオ体操につきましては西伯小学校のグランドを主会場で計画をしておりましたけれ

ども、花回廊ということが協力をいただきましてそちらの方ですることになりました。朝の時間

も早い関係で、当初はバスの巡回送迎を考えておりましたけども、会場が遠くなった関係でピス

トン、巡回だとなかなかできないことがあります。その関係で台数の増のための予算増になって

おります。よろしくお願いします。

○議長（森岡 幹雄君） 教育長、永江君。

○教育長（永江 多輝夫君） 教育長でございます。教育を考える会についての御質問にお答えを

しておきたいというぐあいに思います。

こういう会を開催をしようということに、ただ経過を少しお話を申し上げたいというぐあいに

思っております。私も含めまして５人の教育委員がおるわけでございます。日ごろよりそれぞれ

の学校の現状、あるいは社会教育の状況をつぶさに情報を仕入れながら論議をして方向性を出し

ておるわけでございますけれども、学校教育も含めてそれぞれの教育委員が今後どうあればいい

のであろうかということはそれぞれの委員が実は一定の考え方を持っているのではないのかなと、

私自身は思っております。しかしながら、お互いに話し合いをする中で、教育委員は５人しかお

りませんので本当に我々５人の論議の中で方向性を出していくというのが、本当に住民の皆さん

の御意向を考えたときにどうだろうかという実は論議がありまして、より多くの住民の皆さん方

の御意見をちょうだいをしながら教育委員会としての考え方をまとめていきたい、こういう思い

が教育委員にございましてこういう会議を持たせていただこうという流れで、このたびお願いを

しているものでございます。そうした話し合いの中で非常にこれは重要な問題であるという案件

につきましては、またその時々の状況によりまして、審議会等の問題も含めて検討をしていかな
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ければならないのではないのかなというぐあいに思っております。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 私は選挙管理委員会事務局長として答弁させていただきます。

町長、町議選の日程ということでございますが、まだ決定しておりません。今後、農業委員会

等の選挙が終わり次第決定されるものというぐあいに考えております。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 町長、坂本君。

○町長（坂本 昭文君） 町長。それぞれ教育長なり課長が答弁したものをもって、町長の考え方

というぐあいに御理解をいただきたいというように思いますが、何点かもうちょっと補足をして

おきたいと思ってます。

まず、福里団地の件でございますけれども、わずかな期間に１７区画の区画数のうち９区画ま

でを若者定住のために取り組んでいただいて、私は非常に喜んでおります。町の方としては定期

借地権というようなことで進めておりますので、実質被害といいましょうかリスクは結局負わな

かったわけでございますけれども、まだ残りが８区画ございます。こういう既設団地の残ったと

ころというのはなかなか売れにくいわけであります。そういうところを先ほど課長が言ったよう

にいろいろな情報提供や情報交換しながら、若い人にできるだけ早くこの残区画が埋まるように

情報提供などをしていかなければいけないというように思っております。

ラジオ体操でございますけれども、これは花回廊もこの際、無料にして開放して多くの皆さん

に来ていただきたいという心意気でこの会場地を引き受けていただいておりまして、非常に私も

うれしく思っております。巡回を考えておったということですが、結局そういうことでは対応で

きないほどのお方が参加していただけるのではないかというような見込みから、このようなこと

をしております。一つはやっぱり花回廊をひとつ紹介もこの際していきたいという気持ちもあり

ますし、それからことしから特定健診だとか特定保健指導といった新しい施策がスタートするわ

けでありますから、そういうことが勢いがつくように順調に進んでいくように、そういう願いも

持っております。

それから、保育園長を現場より外したということですが、これは４園の統括園長でお世話にな

っております。それぞれの４園のそれぞれ抱えている問題などについて、長年の経験を生かして

御指導をいただいておるということでございます。

それから、教育委員会の関係ですけれども、教育長がお話をされたとおりでありますが、あん

まりちょっと過敏というんでしょうか、そういうことになり過ぎておられるのではないかなと思

います。教育委員会としてどういう考え方を持てばよいのか、住民の皆さん方とか専門家とかで
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すね、そういう方の御意見を聞いて自分とこの判断をまとめたいということでございますから、

そんなに統合ということがあったからということをおっしゃいましたけれども、そこまでお考え

になる必要はないのではないかと。すべての案件は議会の方にまた御相談をして議会の方でしっ

かりと御審議をいただいて決定になるわけですから、議会を抜いて何にもできませんのであんま

り心配なさらんでもいいじゃないかと思います。ということで、よろしくお願いします。

○議長（森岡 幹雄君） １４番、真壁君。

○議員（14番 真壁 容子君） まず１点目の福里団地の件では、課長と町長の答弁を聞いている

限りでは１７区画のうち９区画売れて評価をしているということなんですよね。評価をしている

けれども、リスクを負わなかったけれどもこの施策は土地を売ることが目的ではなかったわけで

すよね、そもそも県の供給公社の土地ですから。土地売ることが目的ではなくって定住対策が目

的なわけですよね。一つわかったことは、定期借地にすれば土地代が安くなるから来てくださる

人がふえたということは、やはり経済的な負担を少なくすることが来てくださるということよく

わかったと思うんですよね。そうですね、このことがわかったと思うんですよ。しかし、当初言

ってたように、そしたらすっと売れるかといったらそうではないと、とすれば定住対策の次の課

題は何かということ考えていかないといけないと思いませんか。私は町の施策ではとにかく姫路

リアルティーにしといてこうしたから安くなったから売れるだろうだけども、本当にそれだけで

いいのだろうか。今、来ようとしてる人たちがどういうことを求めてるかということを考えるこ

とが福里団地以外の、例えばニュータウン等に残っている土地のことも含めての課題になってく

るのではないかと思うんですよね。そういうところが町の施策と言えるんじゃないかと思うんで

すよ。リアルティーに任してしまうことはこれは行政の施策とは言えないというふうに思うんで

すね。その点をどう考えてるかということお聞きしたかったんですよ。それともう一つは、この

問題でいえば住民から批判されているのはどうして姫路リアルティーだけになるのかということ

ですよね。マンションで依頼した人の業者ばかり使うのかという問題があります。定期借地とい

えば島根県の松江でしたっけ、行政、開発公社が定期借地しましたよね。当初、姫路リアルティ

ーはこれの特許等を持っているからっていう説明ありましたが、そうではなくってこれは定期借

地はだれでもできるんだということがわかれば、わざわざ町が貴重なお金を出して業者を介する

必要がなかったかもしれないわけですよね。私はこれが評価がよかったから、今後引き続き同じ

方法で一つの業者を使っていくのではないかというふうに危惧しているわけなんですよ。そこで

お聞きするのは、ここに上がってきた売り払い収入の補正予算に関連して、残８区画残っている

ときに新たな定住施策というのはどういうことを考えているのか。定期借地といえばさまざまな
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方法があるが、それについてどう考えているのかということも改めてお聞きしておきたいと思う

んです。

次の巡回ラジオ体操は、当初から花回廊であったんですか。先ほどの話では１回で運ぶ巡回す

る予定が距離が長いからできなかったと、当初の見積もりの誤りで予算が倍近くになるというふ

うに解釈していいわけなんですか。それとも人数がふえたわけですか。私は確かに花回廊を使う

ことも一つかもしれませんが、全国では巡回ラジオ体操というのは子供が歩いて行ける距離とい

うのは、やっぱり小学校、中学校でやってるわけですよね。それを考えた場合、私は費用対効果

も含めまして、本当にこれだけの費用を使っていく必要があるのかという住民の声は最もだなと

思うんですよ。その上に倍近いラジオ体操の今度のバス代ですから余計住民そう言いますよね。

そのことについて町長の見解を伺っておきたいと思います。

次が、保育園の分についてはベテランの方だから統括園長に持っていかれたというんですが、

それは私は保育園の施策としてその人材が大事で生かそうと思えば、保育園費の中にあっていい

んじゃないかと思うんですよ。どうしてよそへ移すんですか。統括園長でしょ。そのことと、現

場では保育園の保育士が足りないわけですよね。こういうふうに１人の給与減額になってますが

臨時のお金が出てないわけなんですよ、それはどうしてですか。それもお聞きしますね。いわゆ

るプールでやっているのかと思いますが、実際に１人がいなくなるということは１人だれか入れ

ないことには現場は回らんわけですよね。その費用はどうされているのかということと、どうし

て保育園費から統括園長の費用を減らすのか、位置づけは何なのかと。今の話を聞いていたら保

育園費の中に置いておけばいいことです、園長ですから。どうかということ。笑っているだけで

はわかりません。

それと教育委員会の、南部町の教育を考える会が過敏になり過ぎだというんですけども、町長、

今まで例えば地域振興協議会のときは地域振興区を７つに分けるということを住民が知らない間

に審査会、審議会等で結論が出てたんですよ。議会に出てくるときは残念ながら結論が出ている。

議会で審議といいますが、議会が多数で通ってしまうというのが往々にして今までの経過なんで

すよ。ここでは過敏でも何でもなくって公費を伴う委員会をつくっていくのであれば、要綱等を

見てこれがどういう性格でどういう位置づけなのかということが公的にわかるようなものを出し

ていただきたい。今の話を聞きますと、どうも教育委員会の諮問機関のようになるのかなと思う

んですが、例えばどれほどの権限ですよね、答申みたいなことをするのか提言するのかも含めで

すね、目的は何かということをこれは出していただきたいと思いますので、委員会等に出てくる、

出てきますよね、その確認をしておきたいと思います。それでなくっては議会としては無責任だ

－３８－



し、説明、出してくる側も不明確になりますよね。その確認をしておきたいと思います。

それから、最後の２３ページと２４ページの質問では、そしたら執行部は訂正されるというこ

とでしょうか。今まで非常勤の一般職という聞いたことのない言葉で説明されましたが、先ほど

の話では一般職以外はすべて特別職で、先ほどの週３９時間の非常勤の職員もすべて特別職に入

るというふうに説明されました。そのとおりですかということの確認ですね、そのとおりです、

それ以外の考えれないわけですよね。非常勤一般職なんてないわけでしょ。非常勤特別職のとこ

ろ、特別職のところに３９時間の職員も入ってるわけですね。今そう言いましたよ。２回しか質

問できないので聞きますが、だとすればそれは条例で決めないといけないのではないですか。特

別職の非常勤特別職の報酬は条例で決めることになっています。ところが週３９時間の職員につ

いてはどうして決めないのかといえば、条例化しないのかというと非常勤一般職だと言いました。

ところが非常勤一般職というのはありません。さっきわかったのは非常勤特別職だということの

説明されたんです。非常勤特別職であれば条例で報酬等をうたわなければいけないのではないで

すかという質問ですが、どうでしょうか。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長です。今、一番最後の御質問から私は答えたいと思います。

まず、この給与の中の２５ページにあります特別職、そして一般職、この分けの考えの中では

一般職、一般職の区分には入らないと、人数の区分の中には入らないというぐあいに考えてます。

しかし、一般職の非常職という区分は全国の市町村の中で現実にしていることでございまして、

これはその人の雇用する関係上、非常勤の一般職という分け方をしているものです。しかし、真

壁議員の指摘されましたように一般職と特別職とどちらなのかというこの分け方のこの表の中で

あっては、上段の特別職の分けの区分の中に入るというぐあいに考えております。

それから、保育園の園長の問題でございますけれども、これは子育て支援という考え方で、一

つの園の園長から子育て支援としてもう少しトータルに行政の中で見ていただくために、町民生

活課の子育て支援というところで予算を組んだというぐあいに御理解いただきたいと思います。

以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 教育次長、稲田君。

○教育次長（稲田 豊君） 教育次長です。ラジオ体操のバスの借り上げの件で再度お答えをし

たいと思います。

私の記憶の中では当初の予定というのは西伯小学校が会場だったというふうに思っております

が、それが花回廊さんの協力をいただいてちょっと町の周辺部といいますか外れの方になってし
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まいますので、それにラジオ体操が始まるのが生放送が６時半から、会場に集まっていただくた

めには５時半ごろから開場して集まっていただく、その関係でどうしても一遍行ったバスが再度

また迎えに行くということはなかなか難しい部分がありますので、増便をお願いしておる分と、

それから花回廊の協力によりまして体操会参加の皆さんには体操の後に花回廊を自由に入って散

策していただくということになりましたので、若干バスの拘束時間等も長くなってきますのでそ

の関係での増になります。よろしくお願いします。

○議長（森岡 幹雄君） 教育長、永江君。

○教育長（永江 多輝夫君） 教育長でございます。若干、前回の答弁に補足をさせていただきた

いというぐあいに思っております。

学校教育に絞って物を申し上げますと、それぞれの教育委員が学校教育が抱えておりますさま

ざまな課題あるいは問題点、そういうものをどう解決をしていくのかという部分において現在の

課題、それからこれからの課題ということもあります。どういう方向を目指していけばいいのか

というような問題もあります。そういう問題も含めて、もちろん統合の問題もその中の一つとし

ては考えては当然上がってくるんだろうというぐあいに思っております。そういうものについて

私どもが持っております問題意識、そういうものを多くの方に聞いていただいて御意見をちょう

だいをする。私的諮問機関という言い方が適切かどうか私も判断しかねるところもございますが、

少なくとも提言のような形で御意見をちょうだいをし、教育委員会としてのスタンスをより明確

にできたらというぐあいに思っております。言葉足らずのところもありますので、その部分につ

きましてはまた総務常任委員会等の中で御説明をさせていただきたいというぐあいに思っており

ます。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 企画政策課長。

○企画政策課長（三鴨 義文君） 企画政策課長です。先ほどの福里団地の関係で定住対策を今後

どう考えるかというような御質問をいただきました。定住対策してきましたが、そういう宅地の

販売ですとかそういったことばかりじゃなくて、企業誘致も含めたりいろんな施策をしてまいり

ました。皆さん方の住みたい、若者が定住していただける条件整備もしながら、そういうお方の

御希望も伺いながら今後も進めていきたいとは思っておりますが、御承知のとおり町内外に南部

町の空き家情報ですとかいろいろな情報も県外にも流しておりますので、そういった御希望なり

問い合わせがあれば土地の紹介なりいろいろなものもこちらで御満足いただけるような、住んで

いただけるような折り合いがつくような話をさせてもらったらと思っています。ですから、住宅

宅地問題ばかりじゃなくていろんな分野で、企業誘地も含めたもので進めてまいりたいというふ
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うに思っております。

それから、なぜ姫路リアルティーばかりかというような御質問がありました。一番最初の姫路

リアルティー選考されたときの経過も御承知かと思いますけれども、希望をとったところが姫路

リアルティーさんから回答がありまして、ほかには手挙げがなかったというふうな経過があった

ように思っております。実際上そういったことで姫路リアルティーに今日までしていただきまし

た。先ほど来言っております成果としても、福里団地につきましても短期間でそういった成果を

上げてもらっております。そういうことが成果として、町の方も評価をして信頼関係をつくりな

がら契約成立に向けてお互いが頑張っていくということで、今までしてもらった経過なり成果と

いうものも無視してまたじゃあほかのところというのが、本当にこれからの進める上で有利かと

いうふうなことはちょっと考えにくうございますので、今の業者の方で福里団地についてはやっ

ていただきたいと、このままやっていただきたいというふうに思います。また、議員さん方も御

承知かと思いますけれども、この定期借地権つきの方式につきましては県外からも視察もあり、

県内からも問い合わせもあって視察も何度も来ておられまして、そういう県外でも県内でも実績

があるというふうに、姫路リアルティーさんは全国的に取り組んでおられましてというようなこ

ともありますから、非常にたけたノウハウ持っておられる企業というふうに認識しておりまして、

今後も進めていきたいというふうに思います。以上です。

○議員（14番 真壁 容子君） 議長、答弁が返っていなかったものも、健康福祉課の地域支援事

業の資料が出ますか、機能評価の資料が出るかどうか。

それから、考える会の……。

○議長（森岡 幹雄君） それで待っとるだがん、手が挙がるやつを。

○議員（14番 真壁 容子君） 考える会の要綱の……。

○議長（森岡 幹雄君） それで待っとるだがん。

○議員（14番 真壁 容子君） 出るとは言いません、教育長は。

○議長（森岡 幹雄君） それで先に進んでないんです。

教育長、永江君。

○教育長（永江 多輝夫君） 教育長でございます。申しわけございません。委員会の方でこうい

う方向を出しましたときに使いました資料でございますので、そのものは提出ができるというぐ

あいに思っております。

○議長（森岡 幹雄君） 答えたつもりだって言っておられるが、民生委員の関係はあったけども、

支援事業の関係がもう一つ残っておらへんか。済んだんか。
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○議員（14番 真壁 容子君） 支援事業の機能評価の２９５万ほどの、どんなことするのか、資

料を出して。

○議長（森岡 幹雄君） あったあった……（「質問がなかったんですよ」と呼ぶ者あり）あった

あった、あったあった、それで待っておる。大抵わしはだっだかだっだか進むが好きだけども、

それで待っておった。たまにはこういうこともあるんで。（「議長の意見でありましたよ」と呼

ぶ者あり）追加があるの。

企画政策課長。

○企画政策課長（三鴨 義文君） 企画政策課長です。先ほど私、姫路リアルティーさんの関係で

非常に狭いお答えをさせてもらったように思っております。福里団地の件につきましてはもう既

に契約も済んでおりまして、そういうことですから姫路リアルティーの成果なりということはい

いと思いますが、これからのことについては私は姫路リアルティーが有能だというようなことを

言いまして、今後もというようなことを言いましたけれども、次どういう事例が出てくるかわか

りませんので、姫路に固執することなく状況に合った業者であったり、そういうふうに進めてい

くべきかと思いますので、姫路リアルティーありきというようなとらえ方をしていただくと若干

誤解が……（発言する者あり）だったと思いますので、そのように訂正させていただきたいと思

います。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 健康福祉課長、森岡君。

○健康福祉課長（森岡 重信君） 健康福祉課長でございます。生活機能評価の関係でございます

が、保健事業団委託、それと医療機関委託ということで計画しております。両者とも２５０人、

計５００人を予定をするものでございます。以上でございます。

○議員（14番 真壁 容子君） 資料は出ませんか。

○議長（森岡 幹雄君） 委員会でやろうや。（発言する者あり）進行します。

４番、赤井君。

○議員（４番 赤井 廣昇君） ２点ほど質問いたします。まず１つは、１１ページの総務費の中

の徴税費の項目でございますが、この中に節の７、それから１３の賃金と委託料のところに家屋

の全棟調査臨時職員賃金で９２万８，０００円、それから委託料で９７万７，０００円というも

のが上がっておりますが、これはかつての固定資産税の過誤納の関係の全棟調査に係るものだと

いうことは承知しておるところでございますが、これはどういう形でどれだけの人数をもってこ

の賃金が上がったものか。それから、この全棟調査の範囲がどういう形で行われるこの９７万７，

０００円かという根拠を示してください。
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それからもう一つ、同じ１１ページの中の地域自治区の地域振興費という形で、節の１９の中

に負担金、補助及び交付金ということでまちづくり推進助成事業補助金６万９，０００円が上が

っておりますが、これは基本的に南部町のまちづくり推進助成事業実施要綱に基づいてなされた

ものだろうと思うんですが、これは６万９，０００円ということはすなわちこの雨漏りの修繕の

ために５０％の助成というように書いてありますから、正規には１４万弱のものが基本的には修

理費として上がったということでございますか。それともう一つは、この費用という請求の仕方

は窓口が地域振興区を通じて上がったものでございますでしょうか。

以上、２点よろしくお願いします。

○議長（森岡 幹雄君） 税務課長、米澤君。

○税務課長（米澤 睦雄君） 税務課長です。先ほど御質問がありました赤井議員にお答えいたし

ますが、まずこの家屋の全棟調査でございますが、これは固定資産税の過誤納問題とは直接関係

ございません。それは最初に言っておきます。それで賃金と委託料の関係でございますが、賃金

はこれは１人、１名、これを大体１４１日程度雇いたいというふうに考えておりますし、それか

ら委託料でございますが、これはシルバー人材センターの方から２名の方をお願いしたいという

形で予算を立てております。大体、総務課長が説明のときに申しましたように平成２０年度は会

見地区を終わりたいと、それから２１年度、２２年度で西伯地区を２年間で終わりたいというふ

うに計画をしているところでございます。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 企画政策課長、三鴨君。

○企画政策課長（三鴨 義文君） 企画政策課長です。先ほどの荻名公民館の関係、屋根の修理の

関係ですけれども、議員がおっしゃられましたとおり南部町まちづくり推進助成事業実施要綱に

基づくものでございまして、これは集落から要望が出て、急遽雨漏りがするのでこの事業を使い

たいというふうに担当課の方に来たものです。事業費ですけれども、見積額が１３万６，５００

円、これの２分の１で６万８，２５０円でございます。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） よろしいですか。

○議員（４番 赤井 廣昇君） はい。

○議長（森岡 幹雄君） ほかにはございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありましたら、進みますが、健康福祉課の関係で真壁議員か

らあった地域支援事業費に関しての資料請求がありましたけれども、民生常任委員会の方で議論

される際に徴求を、委員長、お願いをしておきたいというふうに思います。
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次、進みます。

議案第６０号、平成２０年度南部町老人保健特別会計補正予算（第１号）について質疑はござ

いませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、進行いたします。

議案第６１号、平成２０年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について質

疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、進行いたします。

議案第６２号、平成２０年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について質疑

はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、進みます。

お諮りいたします。本日、上程議案につきましての議案説明を終わりましたが、質疑を保留の

まま、会議規則第４９条の規定により、２４日の会議に議事を継続したいと思いますが、これに

御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） 御異議なしと認めます。よって、本日の上程議案は、２４日の会議に議

事を継続いたします。

⋞ ⋞

○議長（森岡 幹雄君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会議を閉じたいと思いますが、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） 御異議なしと認めます。よって、本日の会議は、これをもって散会とい

たします。

来る２３日は定刻より、午前９時より本会議をもちまして一般質問を行う予定でありますので、

御参集賜るようお願いをいたします。お疲れでございました。

午後１時５０分散会
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